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論 文 審 査 括 具 の 要 旨
本研究は乳癌幹細胞について検討したものである｡幹細胞マーカーとしてaldehyde
dehy血ogenaSe-1(ALDHl)が報告されている｡このマーカーが高発現している症例
は予後不良という報告もある｡申請者は乳清において最初に転移を起こす液宿リン
パ節における癌幹細胞の有無､それが予後予測因子となるかを検討した｡1998年か
ら2006年の期間に根治術がされ､肢蕉リンパ節転移個数が1から3個の症例40例
を検索した.免疫染色にて原発とリンパ節転移巣を検討したところ､ALDHl高陽性
の症例は有意に予後不良であることを見出したO
実験の目的､手法､結果とその解釈とも適切になされており､乳癌に関する重要な
知見を得たものと評価される.
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める.
